
界面活性剤投与忙よる黍窪の発育忙及  

ぼす影響  

石 倉 滑 一  斉 藤 季 彦  

11じr、に  

界面活性剤は消毒剤として普及蔓れつゝあるが、最近飲水消毒剤として使用されているのでこ   

れが櫨の発育に及ぼす影啓について試験した。  

試験二万法   

1．供 試 晶  

（1）界面活性剤 逆性石瞼  

商品名 ハーレス   

（2）界面特性剤 両性石鹸  

商品名 パステン  

主を成分 サラボンー 5【】  

14叫／v繋  

ホリオキシエテン∵デルキルフユニールエーテル  

5Ⅷ／v％   

2，供試 呆  

ロードホーン 59日令雄雛181羽   

5．試険区分  

＼聖   対 偶 区  
羽  敵   占1   

供 試 品  

投 増 量  

投与切開  

試験1区   試験  

dO  

ノヽ－ レ ス   ′ミ ス   

500倍   1，00   

連続4週間   連続4   

4．試験期間   

昭和45年11月5日から12月2日まて 

－－1d5一   



5．飼牽管度  

59日令よ少52日令まで中矩ケージ55日令エカ‘d百合まで大雛ケージに収容。蟹憾督  

理法当場の常駐に従ウた   

試故紙果   

1．育成成措  

育成成詣厘岸1衆のとお少で対照区で1双発托したが誓故死で5区の間把差異を認め売い。  

；斧1衰   育 成 成 造  

架死羽数  育 成 率i 罰三 死 j望 由  開始時羽数   終了時羽数  区分＼‘＼、  

対照区  98．4l占4日令ケージ脚急はさみ骨折  

完‾㍍‾‾■「－  

空互二亡二二  

2．発育成績   

発育成績は第2真のとお少で対照区陀比致して試験1区はわずかに劣るエうな径過を示し試   

験2区はわずかにすぐれた経過を示したが試験終了時増俸茎、対照区1ロロに刊し試験1区   

99試級2区102で5区の間に有意の差は認められをかった。  

第2褒  発 育 成 硫  

（1羽当少平均単位タう  

】‾■‾ 4 週末  増俸盈  

879  951  1．125  d59  100  108  1〇d  T 100  1口0  占57  8dO  942  】1．125  る55  98  93  ■剛「 ？9  1DO  99  ‾■‾‾‾‾丁子  d至ヱ」⊥  一9■誼  977  1．142  ‘52  1【〉0  99  105  102  ■1‾叫   
5．飼料摂取遡おエび飼料要求率   

飼料摂顎畳および飼料費承率は鰐5表のとおゆで飼料摂取襲は試験撲開の準急て対照区用0   

に対して試験1区，2区とも102でわずかではあるが多く摂取した。飼料費凍寒は対照区．  

－1d4－   



試鮫2区は5．195で試第1区ミせ5．291でわずかに劣る成観を示した。  

㌫5栗■飼料∃∴敬寺かよび隷耶摘肇  

－・こ 

、ニ ［  
ユ．＿撃▼【．▼ぎ＿，ぞ＿一竺」  
山  

］互仁．∃  箕不仲1乎当ク  

F  

l羽1日当少 r d2．9  ヱ竺⊥ 」竺」 ＿  

100 巨100 ≧ 1CO  

・こ－；  
一＿＿」＿【  

＿聖⊥竺工二        l  

致l川0   

5991乙085  
＿＿ ＿l＿＿  ＿   

44D 1 488 1 5■58  

7  

一＿＿  

巳当ク‡ る2．9  d鼠  

l ．（．、  L竺L⊥  1〔lさ  1（）2   

592  482 － 547l  2，082  

’→ 

占a？  7∈！．1 l 1㌫「「㌫‾ ，．一．＿．＿」＿】」一＿．＿－＿   101 1 102 

丞．飲・水 星   

飲水量は弟4表のとお少で登る。   

飲水遠の測定は午前8腎5D分から翌日の同時刻までの投与竃から横磯の差引で求めた。   

1日1羽当少の飲水竜三ま発育に従って漸次増加し、気温、芽ぷ紳こエって変化すると思われる   

ので参考ぜで把、場内の舎外の気温．温床を記したが、湛毘は午f渦10時のものであ少、放水   

量の測定は上≡己の方法で行豪ったので必ずしも二気温、気湿の変化と飲水丑の変化は－・致してい  

凌い。  

試貌1区の飲水鼠牲対照区に比概して試験別間中常にその摂取量は若干少豪かった。試験2   

区は日托よって変化はあるが平均して対照区とほとんど同程度の放水量を示した。  
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5．蟹の活力，糞便その他外観上鶏の状態には差異を認め密からた。  

賓  約   

界面活性剤、ハーレス（逆性石けん）の500侃 バステン（両性石けん）の1000倍液を  

飲水替として59日令の終に4週間連続敷写した場合のひ念の発育把及ぼす影響托ついて試験し   

た。  

1．育成率、増俸竜は対照区と比較して差異含認めをい。  

2．飼料要求率は対照区と比較してパステン区は同程庄を示しハーレス区はわずか把劣る傾向を  

示した。  

5．飲水景は対照区と比較してバステン区庶多少変化はあるが平均して同程度の飲水量を示した   

がハーレ㌧ス区は試験郷間中両区より平均して79ら少い飲水丑を示した。  

4．訝∈の活力、先便その他5区の問に外観上差異は認められなかった。   

以上のことから界面活性ヲ弧 ハーレス （適性布けん）の500倍乳■バステン（両性石けん）  

の1000倍液を飲水替として中無に迎統4週間程度投与することは∴整の発育咋符把悪い影響  

はないものと認められる。  
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